              全 天 星 図 作 成

                                                   修正箇所

天体の位置     天球座標   赤経α，赤緯δ

                          ↓（観測地の経度λ，緯度φ，時刻ＭＪＤ）

               地平座標   方位Ａ、高度ｈ

               ＣＲＴ      ｘ，ｙ

Ａ 方位  南から西へ        ０°  ９０°  １８０°

         南から東へ        ０°－９０°－１８０°

ｈ 高度  地平線から天頂へ  ０°  ９０°    マイナスは地平線下

  x＝（ｈ－９０）･ｓｉｎＡ

  y＝（ｈ－９０）･ｃｏｓＡ    プロットすればよい   ただしｈ＞０
       注3

Ａとｈを求めるには

    ＨＡ…天体の時角＝恒星時（θ）－天体の赤経（α）

  恒星時θとは

   θ＝θ０＋1.002738（ＪＳＴ－９）＋λ

     λ…観測地の経度 ／１５           ９．０５（京都）

     ＪＳＴ＝ｈｈ＋ｍｎ／６０          日本標準時   ｈｈ時ｍｎ分

   θ０＝（ 100.466449 + 0.98564736(ＭＪＤ１－ＭＪＤ０)）／１５

      mjd1 = ｙｙ年ｍｍ月ｄｄ日ｈｈ時 ｍｎ分のMJD

      mjd0 = ２０００年１月１日２１時０分のMJD

計算手順        

   日時 →ＪＳＴ， ＭＪＤ１，ＭＪＤ０→θ０

   場所 →                             λ       → θ

   ＭＪＤは関数で定義する                       テキストｐ２９

   θは  Ｉｎｔを使って０～２４間にしておく 

   そして

     ｓｉｎｈ＝ｓｉｎδ･ｓｉｎφ＋ｃｏｓδ･ｃｏｓφ･ｃｏｓ（θ－α）

      よりｓｉｎｈを求めさらにｃｏｓｈ，ｔａｎｈ，ｈを求める（Ａｔｎを使う）

        ｓｈ＝…

        ｃｈ＝Ｓｑｒ（１－ｓｈ＊ｓｈ）

        ｔｈ＝ｓｈ／ｃｈ

         ｈ＝Ａｔｎ（ｔｈ）／ｒａｄ

   また

     ｓｉｎＡ･ｃｏｓｈ＝ｃｏｓδ･ｓｉｎ（θ－α）

     ｃｏｓＡ･ｃｏｓｈ＝ｃｏｓδ･ｓｉｎφ･ｃｏｓ（θ－α）－ｓｉｎδ･ｃｏｓφ

      よりｓｉｎＡ，ｃｏｓＡを求める

   注 １  ｓｉｎ，ｃｏｓ の中は全てラジアン    

           °をラジアンに変換するには  ｒａｄ＝π／１８０を掛ける

            φ，δにｒａｄをかける

           （θ－α）は15＊ｒａｄをかける

   注2    θはＩｎｔを使って０～２４の間の数とするには

             θ＝θ－Ｉｎｔ（θ／２４）＊２４

プログラム 

   Ｆｏｒｍ＿Ｌoａｄ

      星座ファイルの読み込み

      星座線ファイルの読み込み

      観測地ファイルの読み込み、Ｌｉｓｔ１へ表示 

      デフォルトの日時は現在、場所は京都

      ｐｉｃｔｕｒｅ１のＳｃａｌｅ       (注３)

    Ｔｅｘｔ１＿ＫｅｙＰｒｅｓｓ   

       年の入力

    Ｔｅｘｔ２＿ＫｅｙＰｒｅｓｓ   

       月の入力

    Ｔｅｘｔ３＿ＫｅｙＰｒｅｓｓ   

       日の入力

    Ｔｅｘｔ４＿ＫｅｙＰｒｅｓｓ   

       時の入力

     Ｔｅｘｔ５＿ＫｅｙＰｒｅｓｓ   

       分の入力

     Ｌｉｓｔ１＿Ｃｌｉｃｋ   

       観測地の選択

     Ｃｏｍｍａｎｄ１＿Ｃｌｉｃｋ

       星図表示  星座線

     Ｃｏｍｍａｎｄ２＿Ｃｌｉｃｋ

       音楽その他

     Ｐｉｃｔｕｒｅ１＿ＭｏｕｓｅＭｏｖｅ

       マウスを天体に当てると天体名がＬａｂｅｌ１に表示される

     Ｐｉｃｔｕｒｅ１＿ＭｏｕｓｅＤｏｗｎ

       メシエ天体をクリックするとＰｉｃｔｕｒｅ２（またはＦｏｒｍ２．Ｐｉｃｔｕｒｅ１）に     

       画像が表示される

   （General）（Declarations）

        変数 定数  配列の宣言

     Function の 定義

        ツール，プロシージャの追加、とクリックすると新しいウィンドウが開く 

         関数名を入力して  Function 、Private とする。

        MJD(yy,mm,dd,hh,nn)を定義する

   オンライン星座早見     http://www.astroarts.co.jp/index-j.html
           アストロアーツのシミュレータ、星座早見

   観測地ファイル

        地名      経度     緯度    時差

        京都       9.05    35.0     0

        札幌       9.42    43..0     0     
        東京       9.32    35.7     0
        那覇       8.51    26.2     0

       Sydney    10.08   -33.9     1

       London     0.00    51.5   －9

       NewYork   -4.92   40.7   －14

       Honolulu  -10.53   21.3   －19

          その他どこでも 

   Picture1に描かれた 画像を保存するには

       Picture1の プロパティ    AutoRedraw  を True にセット

       新たにCommandボタンを作って

          SavePicture   Picture1.image ,"ファイル名”

       とする。ファイル名には  c:\temp\***\***.bmp   と書く

       これはBMPファイルなのでこれをPhotoEditorで開いて JPG または GIF で保存する。

        JPG または GIF ファイルは VB や HP で使える。なおBMPファイルは消去すること

   注3   古川君からのコメント

        Picture1.Scale (-100, -100)-(100, 100)

         と宣言した時「ｘ」と「ｙ」は

            X = (90 - H) * Sin A

            Y = (90 - H) * Cos A

          とすれば正しく表示されます。

          イメージ的には「左上から右下までのドット数は－１００～１００まで」

          と言う感じにしています。

          ホームページでは

               X =  (90 - H) * Sin A

               Y =-(90 - H) * Cos A

           とあるので宣言は

                Picture1.Scale (-100, 100)-(100, -100)

           となると思います。           

